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❖農福連携(農業と福祉)の取り組みについてに 

『農福連携』は「人手が足りない農業」と「働く場所を

求める福祉」の連携により互いの課題解決や地域の発

展に向けた取り組みです。農水省・厚労省が中心とな

り推し進められており「日本再興戦略 2016」「ニッポ

ン一億総活躍プラン」に盛り込まれ、東京オリンピッ

ク・パラリンピックでの食品の調達基準に含まれ、全

国的に広がっています。 

Q.質問 本市においても、農福連携を推進すべきである。

農業振興及び障害福祉施策を行う上での所見を伺う。 

A.答弁 地域の活性化に結び付けるもので、有効な手

段である。県、JA 草津市、草津市職員で構成する「関係

機関連連絡会議」にて、意見交換を始めた所である。

『農福連携』は障害のある人が地域を支え、地域で活

躍できる手段として期待している。働く場の確保・体

力向上や生活習慣の改善・社会性の向上が期待でき地

域の方々と触れ合う機会が増える。 

 

Q.質問 立地適正化計画は、市民の生活や今後のまち

づくりに大きな影響がある。計画策定には市民の理解

や合意の形成が不可欠、丁寧な説明が必要である。 

A.答弁 計画検討段階ではフォーラム等の開催、計画

案策定段階では市民説明会やパブリックコメントを実

施し、市民の意見を参考に計画に織り込み、丁寧な説

明を行っていく。 

Q.質問 医療・福祉・商業施設を集積しようとする各駅

付近には一部農地があり将来を見越した積極的な環境

づくりが求められる。また、各駅付近とも既に多くの

建物があり、集積を行うには都市計画法における用途

地域の見直しを行い、容積率等の緩和を行う必要があ

ると考えるが如何か。 

A.答弁 農地等の土地を有効に利用し都市機能の立地

誘導を行うための周辺を含め生活インフラの整備が必

要である。現時点において、計画策定に合わせた用途

地域の見直しは行わない。機能集積に向けた具体的な

施策は、現時点においてはないが、今後、各計画の策

定する中において具体的施策を示していく。 

 
 

 
草津市議会議員 

発行者 草津市議会議員 遠藤 覚 

平成 29 年 秋 号 7 

10 月で任期の折り返しを迎

えることとなりました。右も左

もわからないままに、ガムシャ

ラに走り続けた二年間でした。  

行政の仕組み、草津のまち

が、多くの市民の方にお支え

頂いている事、誰かの助けを

必要とする方が沢山おられる

事など、本当に多くの事を学

ばせて頂いております。 

常に市民目線に立った政策

提言を行い、より一層責任あ

る仕事をして参ります。今後と

も、ご指導のほどよろしくお願

い申し上げます。 

遠藤さとる 

ひとが 
やさしいまち   

後援会ニュース 

くさつ 

 

平成 29 年 9 月 定例市議会質疑・一般質問 （平成２９年 9月 12 日） 

入学準備金の増額 
（平成 29 年度新入生から） 

小学生20,470 円➡40,600 円 中学生23,550 円➡47,400 円 
 

 
❖改正される入学準備援助制度についてに 

本年 2月議会において経済的な理由により就学困難な

小中学生に支給される、新入学に必要なランドセル等

の購入費を、入学後の 7 月支給を入学前に支給すべき

であると質問を行いました。その後、文科省より入学

前に支給できることなどを含んだ通知が出され、本市

では来春入学予定者より、3月中旬に支給されます。 

Q.質問 入学前の支給に向けての制度の趣旨等の説明・

周知方法について伺う。 

A.答弁 新小学 1年生については 10 月から 11 月にある

就学時健康診断時に、新中学 1 年生は小学校を通じて

行う。趣旨については案内通知等に 

より丁寧な周知を行っている。また、 

ホームページや広報にて周知を行う。 

 

 

 

 

Q.質問 農福連携の取り組みを深めるためには、農業と

福祉を仲介、調整、支援を担う組織が必要ではないか。 

A.答弁 大路二丁目にある滋賀県社会就労事業振興セン

ターが、農と福をつなぐ事業を行っている。本市として

は、農業と福祉の部局が連携を図り、周知啓発を行う。

農福連携を取り入れた農作業体系の見直しの検討、障

害者施設等への支援に取り組む必要がある。 

 

❖草津市立地適正化計画について 
今後の日本のまちづくりは、少子高齢化、 

人口減少、税収の減少等を背景に、高齢者や 

子ども、子育て世代にとって暮らしやすさを実現するこ

とを軸とされています。その為に医療・福祉・商業施設

が住居と近いことが求められます。また、住まいと生活

利便施設とを結ぶ公共交通機関の在り方を含め「コンパ

クトシティ プラス ネットワーク」と呼びます。草津市

ならではの時代に合わせたまちづくりを進めるための

計画が、「草津市立地適正化計画」です。 

 



                               

                               

                               

❖平成 28 年度草津市一般会計歳入歳出決算   

歳  入  495 億 996 百万円 

歳  出  489 億 670 百万円   

実質収支額  3 億 738 百万円  

❖平成 28 年度各特別会計歳入歳出決算 

国民健康保険事業・財産区・学校給食センター 

駐車場事業・介護保険事業・後期高齢者医療 

水道事業会計・下水道事業会計 

❖草津市立幼稚園条例等の一部を改正する条例案 

 市立中央幼稚園・市立草津保育園のこども園化及び市

立大路幼稚園・市立第六保育園のこども園化に伴う、園

の名称、定数等に関する条例の改正。 

❖その他 

 

決算認定 9 件 補正予算 7 件 条例 3 件  

一般 5 件 人事 7 件  合計 31 件 

 

草津市議会ホームページで 
本会議の様子を見る事が出来ます。 

http://www.kusatsu-shigikai.jp/ 

  草津市議会 

【事 務 所 】 
■〒525-0037 
 滋賀県草津市西大路町 10-10 A501 
■TEL/FAX  077-561-7282 
■E-ma i l  endosatoru932@gmail.com 
■U R E  http://endosatoru.net 

えんどうさとる 

平成 29 年 9 月 定例市議会決議主な内容 

平成 28 年度決算が市議会に上程され、決算審査特別

委員会（副委員長＝遠藤さとる）の、4 日間に渡る審査

の結果、『承認』されました。このうち、一般会計の決

算額は、歳入総額 499 億 3 千 1 百万円に対して歳出総額

は 492 億 9 千 9 百万円となり、実質収支 3 億 7 千 4 百

万円の 49 年連続の黒字決算となりました。 

・歳入・・・税収の中心となる市税のうち、個人市民税が

2.5％増、法人市民税は一部事業所の廃止等により 18.4%

減、市税全体で 7 千 6 百万円の減となりました。 

・歳出…大型事業(クリーンセンター 老上西小学校 

草津川跡地公園等)の実施に伴い、投資的経費（社会資

本整備など、支出の効果が長期にわたる経費）が大きく

増加。また、児童福祉費を中心に扶助費（社会保障費）

も大きく増加、過去最大規模の歳出となりました。 

■他市と比較し財政が良いと言った評価だけではなく、貴重

な税金が、草津市に暮らす私たちが理解・納得できる使用、

配分でなければなりません。しっかり精査してまいります■  

プロフィール 

昭和 40 年 9 月 16 日生まれ 
野路保育園・老上幼稚園 
老上⼩学校〜⽟川⼩学校卒 
比叡山中学卒/比叡山高校卒 
大阪経済法科大学卒 
 

[職歴] 
医療法人芙蓉会 南草津病院 

社会福祉法人しあわせ会  

特別養護老人ホームやわらぎ苑施設⻑  

障害福祉サービス事業所むつみ園施設⻑ 他 

 

平成 28 年度草津市の歳入歳出決算について   他 

産業建設常任委員会 副委員長  

決算審査特別委員会 副委員長 

都市再生特別委員会  

議会広報編集委員 

 

専門的、能率的に

審査するため、少

人数の議員で構

成する常任委員

会(総務・文教厚

生・産業建設常任

委員会)の 3 つの

常任委員会があ

ります。 

しっかり議論で

きる様、研さん

して参ります。 

 

 

「くさつ夢風車」は再生可能エネルギーの普及啓発、

みずの森への電力供給を目的とし、平成 13 年に総事

業費 3 億円にて設置、市のシンボルとして親しまれて

来ました。しかし想定した通りの風が吹かずに低い発

電量、そしてブレードの損傷により、26 年 4 月から完

全に停止しています。結果 2 億 4 千万円超の累積赤字

となっており、継続利用には多額の修理代がかかるこ

と、撤去費用も 2 億円を要することが分かりました。

今後のあり方については市民の意見を取り入れ、決定

されることになります。継続した利用には、多額の費

用を要する事、老朽化による風車 

の落下等も想定されます。私は、 

早急に撤去し、設置に際しての 

意思決定過程を含め、経緯につい 

ての精査が必要だと考えています。 

「くさつ夢風車」の今後は… 

「遠藤さとる後援会ニュース」をご覧いただき誠
にありがとうございます。原則、議会毎（4 回/年）
に発行させて頂いておりますが、発行が遅れた
り、お手元に届けられない方がおられたりで、ご
迷惑をお掛けしております。過去の物も含め「後
援会ニュース」は、私のホームページにおいてご
覧いただけるようにしておりますので、是非ご覧
ください。まだまだ、手作りで拙い「後援会ニュ
ース」ではありますが、少しでも私の活動をお知
らせいたしたく思っております。紙面の内容も含
め、皆様のお声をお聞かせください。 

寒い季節がやってまいります。風邪をひかれま
せんように、ご自愛ください。 

 
《《ご協力のお願い》》 

遠藤さとるの活動に、お手伝いしていただける 
方を募集しています。よろしくお願いします。 


